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１．次の式を因数分解せよ。 

(1) 3103 2 ++ aa  

(2) 18518 2 +− xx  

(3) xyzyx 44 222 −−+  

(4) 22 )()( bcadbdac +−+  

 

２．次の式を計算せよ。 

(1) 1254552 −+  

(2) 50273248 −−+  

(3) )323)(2532( +−  

(4) )836)(1862( +−  

(5) 
23

1
32

1
21

1
+

+
+

−
+

 

(6) 
31

)21(4
23
23

12
12

−

+
+

−

+
+

−

+
 

 

３．次の不等式を解け。 

 

(1) 0)4(2)3(7 <−++ xx  

(2) 1
4

1
3

12
>

−
−

+ xx
 

(3) 




+≤+
−≥−

9362
2785

xx
xx

 

(4) 
3

11
2
32

3
9

+>−≥
+ xxx

 

 

４．次の方程式、不等式を解け。 

(1) 1023 =−x  

(2) 152 >+x  

(3) 1235 ≤−x  

(4) 9𝑥𝑥 − 4 × 3𝑥𝑥 + 3 < 0 
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５． { xxU |= は 1 桁の自然数 }を全体集合とする。U の部分集合 A={2, 3, 5, 8}  B={5, 6, 7}  C={3, 5, 6, 

9}について、次の集合を求めよ。 

(1) BA∪  

(2) BA∪  

(3) BA∩  

(4) CBA ∩∩  

(5) CBA ∪∪  

(6) CBA ∩∩  

 

６．次のああああの中は、「必要条件であるが十分条件ではない」、「十分条件であるが、必要条件ではない」、

「必要十分条件である」のうち、それぞれどれが適するか。（x,y は実数とする。） 

(1) △ABC が二等辺三角形であることは、△ABC が正三角形であるためのああああ。 

 

(2) 四角形 ABCD が平行四辺形であることは、AB//DC であるためのああああ。 

 

(3) yx = は、 xyyx 222 =+ であるためのああああ。 

 

７．整数 cba ,, が 222 cba =+ を満たすとき、 cba ,, のうち少なくとも 1 つは偶数であることを証明せよ。 

 

８． ba, は自然数とする。次の命題の真偽を調べ、真である場合には証明し、偽である場合には 

  反例をあげよ。 

(1) ba 2+ は偶数 → ab は偶数 

(2) 22 ba + は偶数 → ab は偶数 

 

９．2 次方程式𝑥𝑥2 + 4𝑥𝑥 + 1 = 0の実数解の個数を求めよ．  

 

１０．2 次方程式3𝑥𝑥2 + 𝑥𝑥 + 𝑚𝑚 = 0が実数解をもたないときの定数 m の範囲を求めよ． 

 

１１．2 次方程式𝑥𝑥2 + 4𝑥𝑥 + 𝑚𝑚 = 0が異なる 2 つの実数解をもつときの定数 m の範囲を求めよ． 

 

１２．次の関数のグラフをかけ。また、その値域を求めよ。 

(1) xxy +−= 2   )31( <<− x  

 

(2) 132 2 −+−= xxy   )21( ≤≤− x  

 

(3) )3)(1( −+= xxy   )40( ≤< x  
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１３．２つの放物線 y=  2𝑥𝑥2 − 3,y=𝑥𝑥2 + 2𝑥𝑥 + 4の共通接線の方程式を求めよ。 

 

１４．𝑓𝑓(𝜃𝜃) = 3 sin2 𝜃𝜃 + 4√3 sin 𝜃𝜃 cos 𝜃𝜃 − cos2 𝜃𝜃の最大値、最小値とそのときのθを求めよ。(𝜋𝜋
4
≤ 𝜃𝜃 ≤ 3

4
𝜋𝜋) 

 

１５．放物線 24 xy −= と x 軸で囲まれた部分に、長方形 PQRS を図のように、

Q,R が x 軸上にあるように内接させる。この長方形の周の長さが最大となると

きの PS の長さを求めよ。 

 

 

 

 

１６．2 つの放物線 y = x2 + x + 2, y = x2 – 7x + 10,の両方に接する直線とこの 2 つの放物線で囲まれる部分の

面積を求めよ。 

 

１７．次の 2 次関数のグラフと x 軸は共有点をもつか。共有点をもつ場合は、その座標を求めよ。 

(1) 162 2 ++= xxy  

(2) 452 2 −−−= xxy  

(3) 9124 2 −+−= xxy  

 

１８．楕円4𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2 = 4と直線𝑦𝑦 = 𝑘𝑘𝑘𝑘 + 3との共有点の個数を、ｋの値によって分類して調べよ。 

 

１９． m は定数とする。次の 2 次方程式の実数解の個数を調べよ。 

  0342 2 =−++− mmxx  

 

２０．下の図は、いずれも 2 次関数 cbxaxy ++= 2 のグラフである。それぞれの場合について、 

   cba ,, および acb 42 − の符号を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１．図の直角三角形を利用して、 °15tan の値を求めよ。 
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２２．△ABC の 3 つの内角∠A、∠B、∠C の大きさを、それぞれ A,B,C とするとき、次の等式が成り立つ

ことを証明せよ。 

(1) )sin(sin CBA +=  

(2)  )cos(cos CBA +−=  

 

２３．長方形 ABCD において、AB= a 、∠ADB＝θとする。 

  A から対角線 BD に下ろした垂線を AH とするとき、 

  次の線分の長さを、θの三角比と a を用いて表せ。 

（１） AD  （２） BD  （３） AH 

 

 

２４．1 から 7 までの 7 枚の番号札から、1 枚ずつ 2 枚の札を引く時、2 枚の札の数の和が偶数となる確率

を求めよ。ただし、取り出した札は元に戻すものとする。 

 

２５．あるメーカーが製造する製品で、A 工場の製品は 2%、B 工場の製品は 6%の確率で不合格品が発生す

るという。ここで A 工場から 50 個、B 工場から 100 個の製品を集めた箱の中から無作為に 1 個を取り出

すとする。それが合格品であるとき、それが A 工場の製品であるという条件付き確率を求めよ。 

 

２６．A，B，C，D，E，F の 6 人が 1 列に並ぶとき，D，E，F の 3 人が隣り合わないような並び方は

全部で 何通りあるか 

 

２７．次のデータは、5 人の生徒の垂直飛びの記録である。 

 62、64、58、63、67  （単位は cm） 

 

(1) 中央値と平均値を求めよ。 

 

(2) 上記の 5 個の数値のうち１個が誤りであることがわかった。正しい数値に基づく中央値と平均値は、

それぞれ 64.0cm と 63.0cm であるという。誤っている数値を選び、正しい数値を求めよ。 

 

２８．右の①、②、③は、２つの変量 yx, についてのデータである。 

(1) データ①について、変量 x の分散を求めよ。 

 

(2) データ①、②、③の x と y の相関係数は、0.91、－0.87、0.06

のいずれかである。各データの相関係数を答えよ。 

 

(3) データ②の左から 4 番目の y の値が 12 に変わると、データ②の

x と y の相関係数の絶対値は大きくなるか、それとも小さくなるか。 
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２９．次の計算をして、結果を bia +  の形で表せ。 

(1) 507298 −+−−−  

(2) 2)25( i−  

(3) 
i
i

i
i

+
−

+
−
+

2
2

2
2

 

(4) 
i

i
32
)2( 2

+
−

 

 

３０．2 次方程式 08322 22 =−−+− aaaxx  が虚数解をもつような定数 a の値の範囲を求めよ。 

 

３１．次の整式が 3−x を因数にもつかどうか、また 3+x  を因数にもつかどうかを調べよ。 

(1) 652 23 +−− xxx  

(2) 9182 23 −−+ xxx  

 

３２．次の因数分解をせよ 

 

(1) 6116 23 −+− xxx  

(2) 43 23 −+ xx  

(3) 61743 23 −−+ xxx  

 

３３． 1,1 >> ba のとき、次の不等式が成り立つことを示せ。 

  baab +>+1  

 

３４． βα , を複素数とするとき、次のことを示せ。 

(1) βαβα +=+  

(2) βααβ =  

 

３５．3 点 A(2, 3), B(5, -4), C(-1, 1)を頂点とする△ABC の重心 G の座標 ),( yx を求めよ 

 

３６．2 点 A(3, 4)、B(-2, 7)を通る直線 l  をとするとき、次の直線の方程式を求めよ。 

(1) 点(1, 1)を通り、直線 l に平行な直線 

 

(2) 点(1, 1)を通り、直線 l に垂直な直線 

 

３７．3 点 A(-2, 6)、 B(7, 3)、 C )4  ,( +aa があるとき、次の問に答えよ。 

(1) 2 点 A、B を通る直線の方程式を求めよ。 

(2) 3 点 A、B、C が一直線上にあるように、定数 a の値を求めよ。 
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３８．次の不等式の表す領域を図示せよ。 

(1) 01245 ≥=−+ yx  

(2) 34622 <+−+ yxyx  

(3) 0)12)(1( 22 <−−−+ yxyx  

 

３９．θが次の角のとき、放物線 θsin 、 θcos 、 θtan の値を求めよ。 

(1) 
π

4
5

 (2) 
π

6
11

 (3) 
π3

  
 

 

４０．角θが第１象限から第４象限にあるとき，各象限での θsin ・ θcos ・ θtan の正負を答えよ。 

４１． a=
8

cos π  とおくとき、次の値を a  を用いて表せ。 

(1) π
8
5sin  (2) π

8
9cos  (3) π

8
13sin  

 

４２．
5
1cossin =− θθ  のとき、 θθ cossin 、 θθ 33 cossin − の値を求めよ。 

 

４３．次の関数のグラフをかけ。また、その周期を求めよ。 

 (1) 





 −= πθ

3
22siny   

 (2) 





 +=

42
cos πθy   

 

４４．次の値を求めよ 

 

(1) °75sin  

 

(2) °15sin  

 

４５． 





 ++






 ++ πθπθθ

3
4sin

3
2sinsin

 
を簡単にせよ。 
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参考 

積を和・差になおす公式 

 ( ) ( ){ }βαβαβα −++= sinsin
2
1cossin  

 ( ) ( ){ }βαβαβα −−+= sinsin
2
1sincos  

 ( ) ( ){ }βαβαβα −++= coscos
2
1coscos  

 ( ) ( ){ }βαβαβα −−+= coscos
2
1sinsin

 

和・差を積になおす公式 

 
2

cos
2

sin2sinsin BABABA −+
=+  

 
2

sin
2

cos2sinsin BABABA −+
=−  

 
2

cos
2

cos2coscos BABABA −+
=+  

 
2

sin
2

sin2coscos BABABA −+
−=−

 

  

４６． ( ) ( )636
3  ,2  の値を計算することにより、２つの数 3 3  ,2  の大小を比較せよ。 

 

４７．次の各組の数の小さい方から順に並べよ。 

(1) 6 53
1

4 3   ,9   ,27   

(2) 9853 16   ,8   ,4   ,2   ,2  

 

４８．次の値を求めよ。 

(1) 
2
1log

2
1    

(2) 3
10 01.0log   

(3) 
36
1log 6  

 

４９． 3010.02log10 = を用いて、
205 の桁数を求めよ。 
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５０． qp == 3log  ,2log 1010  とするとき、次の式の値を qp   , で表せ。 

(1) 3
10 18log    

(2) 5log24    

(3) 12log 5  

 

５１．70%の花粉を除去できるフィルターがある。99.99%より多くの花粉を一度に除去するには、このフ

ィルターは最低何枚必要か。ただし、log10 3 = 0.4771とする。 

 

５２．光があるガラス板を通過するごとに、その強さが 4/5 になるという。光の強さがはじめの 1/4 以下に

なるのは、何枚以上重ねたガラス板を通過したときか。ただし、log10 2 = 0.3010とする 

 

５３．関数  112)( 3 −−= xxxf
 
の極値を求めよ。 

 

５４．１辺の長さが 18cm の正方形の厚紙がある。いま、この４隅から１辺の長さが  cmx の同じ大きさの正

方形を切り取り、その残りを折り曲げてふたのない箱を作る。この箱の容量を最大にするには、切り取る正方

形の１辺の長さをいくらにすればよいか。 

 

５５．関数 101243 234 +−−= xxxy
 
の増減や極値を調べ、そのグラフを作成せよ。 

 

５６．次の不定積分を求めよ。 

(1)  )12)(1(∫ −+ dxxx   

(２)  )13(∫ + dttt  

 

５７．放物線 xxy 22 +−=  と x 軸に囲まれた図形の面積 S を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

５８．生徒 40 人の通学方法を調べたところ、電車を利用する生徒は 18 人、自転車を利用する生徒は 16 人、

両方を利用する生徒は 7 人いた。 電車も自転車も利用しない生徒は何人いるか。 

 

５９．3 個のサイコロを同時に投げるとき，3 つの目の和が 6 になる確率を求めよ。 
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６０．10 人の委員の中から委員長、副委員長、書記を 1 人ずつ選ぶ方法は、何通りあるか。 

  ただし兼任は認めないものとする。 

 

６１．次の値を求めよ。 

(1) 89 C    

(2) 57 C    

(3) 1316 C  

 

６２．1 個のさいころを投げる試行において、「奇数の目がでる」という事象を A 、「5 以上の目がでる」と

いう事象を B とする。このとき、積事象 BA∩ の確率、和事象 BA∪ の確率をそれぞれ求めよ。 

 

６３．袋 A には、白玉 3 個、赤玉 2 個、袋 B には白玉 3 個、赤玉 3 個が入っている。まず、袋 A から 1 個

の玉を取り出して袋 B に入れ、よくかき混ぜて、袋 B から 1 個の玉を取り出すとき、袋 B から取り出した

玉が白玉である確率を求めよ。 

 

６４．直線上に異なる 2 点 A,B があり、点 P は A と B の 2 点を行ったり来たりする。サイコロを投げて 1

の目が出たとき、P は B に移動し、１以外の目が出たときはその場所にとどまる。初めに A は P にいるとし

て、サイコロをｎ回投げたとき、P が A にいる確率を𝑃𝑃𝑛𝑛で表す。𝑃𝑃𝑛𝑛をｎで表せ。 

 

６５．袋 A には赤玉 5 個、青玉 7 個、緑玉 8 個、袋 B には赤玉 4 個、青玉 7 個、緑玉 5 個、袋 C には赤

玉 8 個、青玉 7 個、緑玉 3 個が入っている。3 つの袋から 1 つ選び、その袋から球を取り出したところ緑

玉だった。それが袋 C から取り出された球である確率を求めよ。 

 

６６．A,B がゲームを行う、ゲームは独立に繰り返し行われ、１回ごとのゲームで A,B の勝つ確率はそれぞれ

2/5 と 3/5 であるとする。先に 3 回勝った方が優勝であるとき、A の優勝する確率を求めよ。 

 

６７．下の図において、角 βα   ,
 
を求めよ。ただし、(2)で直線 PA、PB は△ABC の外接円である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６８．ド・モアブルの定理(cosθ + 𝑖𝑖sinθ)𝑛𝑛 = cosnθ + 𝑖𝑖sin𝑛𝑛θを証明せよ。 
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６９．空間内の異なる 3 つの直線 l, m, n と平面αについて、次の記述は常に正しいか。 

 (1) l // m で、m と n が交わるなら、l と n は交わる。 

 (2) l⊥α、l // m ならば、m⊥α である。 

 (3)  l, m がαに含まれ、l⊥n,  m⊥n ならば、n⊥αである。 

 

７０．次の数を、10 進法で表せ。 

 (1) )2(110110   (2) )3(21202  (3) )8(275  

 

７１．次の数を[ ]内の表し方で表せ。 

(１)143[2 進法]  

(２)2013[５進法] 

(3) 100111(2) [ 3 進法 ]  

(4)1222(3) [ 2 進法 ] 

 

参考 倍数の見分け方 

２の倍数･･･「１の位の数」が２の倍数 

３の倍数･･･「各位の数の和」が３の倍数 

４の倍数･･･「下２桁の数」が４の倍数  

５の倍数･･･「１の位の数」が５の倍数 

６の倍数･･･「２の倍数」かつ「３の倍数」 

８の倍数･･･「下３桁の数」が８の倍数 

９の倍数･･･「各位の数の和」が９の倍数 

 

７２．4 桁の自然数 34556 が 3 の倍数であるとき、5 に入る数をすべて求めよ。 

 

７３．倍数の見分け方を実際の数字にあてはめて確認せよ。 

 

７４．△OAB において、 ba == OB    ,OA とする。このとき、△OAB の面積 S を、ベクトル ba    , で表せ 

 

７５．次の 3 点を頂点とする三角形の面積を求めよ。 

(1)  O(0, 0),  A(3, -1),  B(4, 2)  

(2)  P(1, 0),  Q(-2, -1),  R(-1, 3)  

 

７６．ベクトル ba   , について、 5=a 、 3=b 、 92 =− ba とする。 

(1) ba   , のなす角をθとし、 θcos の値を求めよ 

(2) bta + と ba − が垂直になるように、実数 t の値を定めよ。  
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７７．点 A(1, -2, 3)を通り、ベクトル )2  ,4  ,1(−=n に垂直な平面の方程式を求めよ。また、この平面と x

軸、y 軸、z 軸との交点の座標を、それぞれ求めよ。 

 

７８．点(2, 3, -1)を通り、ベクトル )5  ,4-  ,3(=d に平行な直線の方程式を求めよ 

 

７９．次のような球面の方程式を求めよ。 

 (1)点 A(1, -2, 3)を中心とし、点 B(3, 1, 0)を通る球面 

 (2)点(2, 1, 1)を通り、3 つの座標平面に接する球面 

 

８０．四面体 OABC において、辺 AB を 1 : 2 に内分する点を D、線分 CD を 3 :5 に内分する点を E、線

分 OE を 1 : 3 に内分する点を F とし、直線 AF と平面 OBC の交点を G とする。このとき、AG : FG を

求めよ。 

 

８１．第 3 項が 17、初項から第 6 項までの和が 120 である等差数列 }{ na の一般項を求めよ。また、

200100 << na を満たす項の和を求めよ。 

 

８２．第 2 項が、-6、第 5 項が 162 である等比数列 }{ na の一般項を求めよ。ただし、公比は実数とする。 

 

８３．項数 n の数列 1   ,   ),2(3   ),1(2   ,1 ⋅⋅⋅⋅⋅⋅⋅−⋅−⋅⋅ nnnn がある。 

(1) この数列の第 k 項を k の式で表せ。 

(2) この数列の和を求めよ。 

 

８４．初項から第 n 項までの和 nS が次の式で表される数列 }{ na の一般項を求めよ。 

(1) n
n nS 2⋅=   

(2) )2)(1(
3
1

++= nnnSn   

(３) 623 ++= nnSn  

 

８５．次の条件によって定められる数列 }{ na の一般項を求めよ。 

(1) 3   ,4 11 −== + nn aaa )   ,3   ,2   ,1( ⋅⋅⋅⋅⋅⋅=n  

(2) nn aaa −== + 1   ,1 11 )   ,3   ,2   ,1( ⋅⋅⋅⋅⋅⋅=n  

(３) 022   ,1 11 =+−= + nn aaa )   ,3   ,2   ,1( ⋅⋅⋅⋅⋅⋅=n  

 

８６．n は 4 以上の自然数とする。数学的帰納法によって、次の不等式を証明せよ。 

   22 2 −−> nnn  
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８７．ド・モアブルの定理を説明せよ 

 

８８．自然数全体の集合を全体集合Ｕとし,Ｕの部分集合Ａ,B について考える。 

Ａ,Ｂについて A∩B は空集合ではない。かつ A∩B≠A,かつ A∩B≠B が成立している。さらに、A∪B≠U 

とする。この時の正しいＡとＢの関係を選べ。 

 

８９． i
2
3

2
1
＋＝Ζ に対して次の式を複素平面上に図示せよ。 

１） Ζ  

２） 3Ζ  

３） Ζi  

 

９０．次の複素数を極形式で表せ 

１） i31+Ζ＝  

２） i+Ζ 1＝  

３） 1−Ζ＝  

４） i＝Ζ  

 

９１．次の関数のグラフを示せ。（振幅と周期がわかるように記載すること。） 

１） xy cos=  

２） xy 2cos3=  
３） xy tan=   

４） xy 1sin −=  

５） xy 1cos−=  

 

９２．次の値を求めよ 

１） π
12
7cos  

２）
2

1cos 1−  
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３） )
2

1cos(cos 1−  

４） π
12
7tan  

５）
2

1sin 1−  

６） )
7

3cos(cos 1−  

 

９３．A(1，4)B(5，7)C(2，3)とする。 

１）三角形 ABC はどのような三角形か。3 辺の長さを計算して述べよ。 

２）∠ABC をθとし，cosθの値を求めよ。 

 

９４．A(2，1)B(7，2)C(4，5)とする。以下の問いに答えよ。 

１）∠BAC をθとするとき、cosθの値を求めよ 

２）三角形 ABC の面積をベクトルを使って求めよ 

９５．２点 )bB()( とaA を結ぶ線分を２：１に内分する点 p と外分する点 q を，それぞれ図示し， bとa を用い

て表せ。 

 

９６． 5|3|b|,5|| =− baa 　｜＝＝ のとき，次の値を求めよ。 

１） ba ⋅　  

２） |3ba +｜  

 

９７．以下の方程式を解き、解を複素平面上に示せ 

１） 1)1( 2 =−x  

２） 0242 =+− xx  

 

９８．次の方程式を解け 

１） 0)4376( 23 =−++ xxx  

２） 0)16882( 234 =+−−+ xxxx  

３） 0)4554192( 23 =+++ xxx  

４） 0)10561108824( 234 =++++ xxxx  
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９９．以下の連立不等式が表す領域を図示せよ 

１）(2𝑥𝑥 + 𝑦𝑦)(𝑥𝑥 − 𝑦𝑦) > 0 

２)� 𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2 < 16
(𝑥𝑥 − 3)2 + 𝑦𝑦2 ≥ 9

  

３）(2𝑥𝑥 + 𝑦𝑦)(𝑥𝑥 − 𝑦𝑦)(𝑥𝑥 + 2𝑦𝑦 + 2) > 0 

４) � 𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2 − 6𝑥𝑥 < 16
(𝑥𝑥 − 3)2 + (𝑦𝑦 − 2)2 ≥ 9 

１００．円 　222 =+ yx と 02y4x22 =++ －yx の交点の座標を求めよ 

 

１０１．次の関数のグラフを示せ(ただし，切片などを明確に示すこと) 

１） 　342 ++= xxy  

２） x2log (具体的に数点，通る点を記載せよ) 

３） x
2
1log (具体的に数点，通る点を記載せよ) 

４）
xa ( a は０以上とする。場合分けし，具体的に数点，通る点を記載せよ) 

 

１０２．次の関数のグラフを示せ 

１） 　322 ++= xxy  

２） 　122 2 ++−= xxy  

 

１０３． 1f(x) += x について 

１）f(x)と y＝x－1 の交点の座標を求めよ 

２) 不等式 1x1 －＞+x を解け 

３) 連立不等式 
0

1x
1

≥
≥

+≤

ｘ

－ｙ

ｙ x
 の表す領域を図示せよ 

 

１０４．次の方程式・不等式を解け 

１) 
3)1( 255 >+x

 

２）
3)1( 25.05.0 >+x
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３） 01224 >−− xx
 

４） 　2log = 3)-(xlog + 2)-(xlog 666  

 

１０５．点Ａ（3,5,2）の次の図形に対して対称な点の座標を求めよ 

１）ｘｚ平面 

２）ｘ軸 

３）原点Ｏ 

４） z＝２ 

５）2x=3y z=0 

６）点(1，2，3) 

 

１０６．点Ａ（0，4，5）と点Ｂ（1，1，8）の距離を求めよ 

 

１０７． 点Ａ（3，4，2）と点Ｂ（6，1，-1）の距離を求めよ 

 

１０８． (6,-1,-6)b(1,0,1)とa のなす角をθとするとき，cosθの値を求めよ 

 

１０９．点 A(-5，5，-1)と点Ｂ（-5，2，12）を通る直線に点Ｐ(x，y，z)を置く時 x，y，z の満たす関係

式を求めよ。 

 

１１０．






=

=+

5

4

ZZ

ZZ
を満たす複素数 Z を求めよ。 

 

１１１．次の複素数を絶対値と偏角で表せ（
θjre の形式） 

１） i22 +−  

２） i26 −  

３） i88+−  

４） i
3
14

3
14

−  
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１１２．次の複素数を絶対値と偏角に直して各問題を計算し，複素平面上に記せ。(絶対値と偏角の形で計算し

ていない場合は×) 

ix
2
1

2
3

1 +=  ix
2
1

2 =  

１） 21xx  

２） 12 / xx  

 

１１３．次の関数の逆関数を求めよ。 

１）
2xy =  

２） 
xy 2=  

１１４． 4771.03log,3010.02log 1010 == 　　 として，次の値を求めよ。 

１) 6000log10  

２) 5log10  

 

１１５．次の関数の大小関係を示せ。 

 4log,3log,2,4,3 1010
3 　　　　  

 

１１６．次の値を求めよ。 

１） 
12

sin
12
5sin ππ

 

２） °° 15sin105cos  

 

１１７． i
2
3

2
1
＋＝Ζ に対して次の式を複素平面上に図示せよ。(図はまとめてもかまわない) 

１） Ζ  

２）
4Ζ  

３） Ζi  

 

１１８．次の値を求めよ。ただし 　3010.02log10 = とする。 

1) 02   ２) 3
2

27  ３） 001.0log10  ４） 40log10  
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１１９．次の方程式を解け 

１） 981 =x
 

２) 01524 3 =+− +xx
 

 

１２０．初項３１、公差２の等差数列の第１００項の値を求めよ。また、初項から第１００項までの和を求め

よ。 

 

１２１．初項 12 公比 0.5 の等差数列の第 n 項を n を用いて表せ。また、初項から n 項までの和を n を用い

て表せ。 

 

１２２．次の漸化式で定められた数列の一般項を求めよ 

１） ),3,2,1(5 2
11 ・・・　　　　　 =++== + nnnaaa nn  

２） ),3,2,1(1
2
12 11 ・・・　　　　　 =+== + naaa nn  

 

１２３．以下の関数の極限を求めよ 

１）
10lim

x
ex

x ∞→
 

２）
x

x
x

loglim
∞→

 

３） 1lim 4
n n→∞

 + 
 

 

４） ( )2lim 2
n

n n
→∞

−  

５） ( )lim 5
n

n n
→∞

+ −  

６）
2

2

2 3 4lim
5n

n n
n→∞

 + +
 + 

 

７）
1lim sin

3n

n
n

π
→∞

 

８）
20

cos1lim
x

x
x

−
→

 

９）
x
x

x

28lim
3

0

−+
→

 

１０）
2

3

0

cos1lim
x

x
x

−
→

 

 



FR 科数学問題集 

19 
 

１２４．次の極限を求めよ。 

１） lim
𝑛𝑛→∞

2𝑛𝑛2−3𝑛𝑛+5
7𝑛𝑛2+𝑛𝑛+1

 

２） lim
𝑛𝑛→∞

3𝑛𝑛+1
�𝑛𝑛2+2𝑛𝑛+√2𝑛𝑛

 

３） lim
𝑛𝑛→∞

22𝑛𝑛+1+3𝑛𝑛

4𝑛𝑛+2𝑛𝑛+1
 

４） lim
𝑛𝑛→∞

𝑛𝑛
𝑛𝑛2+1

sin 𝑛𝑛𝑛𝑛
2

 

５）lim
𝑥𝑥→2

𝑥𝑥2+5𝑥𝑥−14
𝑥𝑥2−𝑥𝑥−2

 

 

１２５．次の関数を微分せよ。 

1) 3

34 142
x

xxxy −+−
=  

２) xy −= 3  

３) 
x

xy
cos1

sin
+

=  

４) )12sin(53 −= + xey x
 

５) 
x

xy 12 −=  

６) 
12
12

−
+

=
x

xy  

７) 3)42( += xy  

８) 
3)12(

1
−

=
x

y  

９) xy 52 −=  

１０) 

12

1
2 ++

=
xx

y  

１１) )1sin( 2 ++= xxy  

１２) xxy 23 cossin=  

１３)  2

log
x

xy =  

１４) 
xey =  

1５) 234 +−= xy  
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１２６．次の積分を計算せよ。 

１) ∫ + dxxx )cos25(sin  

２) dxe
x

∫
+23

 

３) ∫
− dx
x

x 32

 

4） ∫ +
dx

x
x

52  

5) ∫
π

0
sin xdx  

６) ∫ dx
x
x

2
log

 

７) ∫ xdxx log
 

８) ∫ xdxx cos2  

９) dxx∫ 5sin  

 

１２７．次の積分を計算せよ。 

1) ∫ dxx 4
 

2) ∫ dx
x 4

1
 

3) ∫ dx
x3

1
 

4) ∫ +− dxxxx )13( 22
 

5) dx
x

xx
∫

−+ 122

 

6) dxx
2

)31(∫ −  

7) ∫ − dxx 13  

8) ∫ −
dx

x 13
1
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9) dx
x∫ −31

1
 

1０) dxx∫ 5sin  

 

１２８．次の定積分を求めよ。 

１） dxx∫
1

0
 

２） dx
x

x
∫

−2

1 2

3 12  

３） ∫
+2

1

1
x

x  

４） ∫ 2

0
2sin

π

xdx  

５） ∫ 4
0 2cos

1π

dx
x

 

６） ∫
1

0

3 dxe x  

７） ∫− −
1

1
)( dxxe x  

８） ∫ 2
0

cos
π

xdx  

９） dxxx∫− −+
2

1
2 )3(

 

１０） dxx∫ 2
0

3cos
π

 

 

１２９．次の関数を微分せよ。 

1) 
12

132

−
++

=
x

xxy  

２）
23

log
x

xy =  

３） 4)23( += xy  

 

１３０．次の関数を微分せよ。 

１）
x

xy
cos1

sin
+

=  

２） )log(log xy =  



FR 科数学問題集 

22 
 

３） n

n

x
xy

+

−
=

1
1

 

４） 72 )2( ++= xxy  

５） xxy
1

)(log=  

 

１３１．次の関数の n 次導関数を求めよ。 

１）𝑦𝑦 = 𝑥𝑥+1
𝑥𝑥−1

 

２）𝑦𝑦 = (𝑒𝑒2𝑥𝑥 − 𝑒𝑒−𝑥𝑥)3 

３）𝑦𝑦 = log𝑎𝑎 𝑥𝑥 

４）𝑦𝑦 = 𝑥𝑥𝛼𝛼 

５）𝑦𝑦 = log( 1 + 𝑥𝑥) 

６）𝑦𝑦 = sin( 5𝑥𝑥) (sin を使って表すこと） 

７）𝑦𝑦 = cosh 𝑥𝑥 = 𝑒𝑒𝑥𝑥+𝑒𝑒−𝑥𝑥

2
 

８）𝑦𝑦 = sinh 𝑥𝑥 = 𝑒𝑒𝑥𝑥−𝑒𝑒−𝑥𝑥

2
 

 

１３２．次の関数の収束・発散を判定せよ。 

１) ∑
∞

=1

!

n
nn

n　
 

２) 
2

)
1

(
1

n

n
n

n∑
∞

=
+
　

 

 

１３３．次の関数のマクローリン級数展開を求めよ。ただし答えは 2 次まで求めることとする。 

１）
xe  

２） xcos  

３） x2sin   

４） xx cos  

５）
xex2
 

６） x2cos  

７） 21 x
x
+

 

８） xcosh  

９） 
x+1

1
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１３４．次の極限を求めよ。ただし |a|<|b|, c≠0 とする 

１） nnn
n

ba
1

)(lim +
∞→

 

２) nnn cc −∞→ +

1lim  

 

１３５．次の関数の不定積分を求めよ。ただし，４）～７）は置換積分，８）～１０）は部分積分を用いて解

け。 

１) 52 += xy  

２) 
22

1
−++

=
xx

y  

３) xx
y

log
1

=  

４) 
32

1
2 +−

=
xx

y  

５) 
1129

3
2 +−

=
xx

y  

６）
1

4
4 +

=
xx

y  

７） 2)(
2

xx ee
y −+
=  

８） 23 |)|(log xxy =  

９） )1log( 2 −+= xxy  

１０） xxy 12 tan−=  

 

１３６．次の関数を積分せよ。 

1） ∫ dx
x3

1  

2） xdxx 2cos5sin 2∫  

 

１３７．次の関数を微分せよ。 

1） xy cos=  

２） xy 3cos=  

３） xy 4sin=  

４） xxy 23 cossin=  

５） )2(cos 43 xy =  
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６） xy log=  

７） |cos|log xy =  

８） |)sin(|log xey =  

 

１３８．次の関数を微分せよ。 

１） 533 )4()2( −+= xxy  

２） bxaxy −+−= log( ) 

３） ))log(sin( xey =  

４）
axxy =  

５） )(sin 1 xey −=  

  

１３９．毎秒 80cm3 の割合で体積が増加している球形の風船がある。この風船の半径が 10cm になった瞬間に

おける半径の変化率を求めよ。 

１４０．曲線x = cos3 𝜃𝜃，𝑦𝑦 = sin3 𝜃𝜃で囲まれた部分の面積を求めよ． 

 

１４１．関数 f(x)= �  
𝑥𝑥 tan−1 1

𝑥𝑥
 (𝑥𝑥 ≠ 0 のとき)

    0                (𝑥𝑥 = 0 のとき)
 について，𝑓𝑓+0′ ≠ 𝑓𝑓−0′ を示すことにより，f(x)が x=0 で微分不

可能であることを示せ． 

 

１４２．以下の問いに答えよ 







=
≠=

0x0
0x||log)(

2

　　　　　　

　　xxxf  

１）f(x)の０における微分係数を求めよ 

２） )(lim
0

xf
x

　′
→

を求めよ 

３） 　　 )(xf ′ は 0 で連続か答えよ(理由も) 

４） 　　 )(xf ′ は 0 で微分可能か答えよ(理由も)  

 

１４３．次の不定積分を求めよ。 

１）�(5𝑥𝑥 − 1)10 𝑑𝑑𝑑𝑑 

２）�
2

√3 − 7𝑥𝑥
 𝑑𝑑𝑑𝑑 

３）� sin
𝑥𝑥
2

 𝑑𝑑𝑑𝑑 
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４）�  𝑒𝑒3𝑥𝑥 𝑑𝑑𝑑𝑑 

５）�  6𝑥𝑥(3𝑥𝑥2 − 1)10 𝑑𝑑𝑑𝑑 

６）� sin7 𝑥𝑥 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐 𝑑𝑑𝑑𝑑 

７）�
𝑒𝑒2𝑥𝑥

𝑒𝑒2𝑥𝑥 + 1
 𝑑𝑑𝑑𝑑 

８）�
log𝑥𝑥
𝑥𝑥

𝑑𝑑𝑑𝑑 

９）�  3𝑥𝑥 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐3𝑥𝑥 𝑑𝑑𝑑𝑑 

１０）�𝑥𝑥2 log𝑥𝑥 𝑑𝑑𝑑𝑑 

 

１４４．次のラプラス変換表を埋めよ 
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１４５．次の関数の偏導関数 y
f

x
f

∂
∂

∂
∂ , を求めよ。 

１） )1(),( 22 −+= byaxxyyxf  

２） )log(),( 43 yxyxf =  

３） yxyyxf cos)sin(),( =  

４）
)2(22 22

)3(),( yxeyxyxf +−+=  

 

１４６. 以下の問に答えよ。 

１）次の関数の偏導関数𝑓𝑓𝑥𝑥，𝑓𝑓𝑦𝑦を求めよ。 

 𝑓𝑓(𝑥𝑥, 𝑦𝑦) = tan−1 𝑥𝑥
𝑦𝑦

 

２）極限値 lim
(𝑥𝑥,𝑦𝑦)→(0,0)

𝑥𝑥𝑥𝑥
�𝑥𝑥2+𝑦𝑦2

を求めよ。 

３）関数𝑓𝑓(𝑥𝑥, 𝑦𝑦) = log(1 + 𝑥𝑥 − 𝑦𝑦)のマクローリン展開を x,y の 2 次の項まで求めよ。 

 

４）次の累次積分を求めよ。 

� �
1

𝑦𝑦 + 1
𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑

√𝑥𝑥

0

9

0
 

 

１４７．次の微分方程式を計算せよ． 

 y′′ = 1
1+𝑥𝑥2

 

 

１４８．以下の関数の長方形の領域Ⅰでの重積分を求めよ(領域は，Ｘ,Y,Z の順になっている) 

１） ∫∫ +×= y)dxdy(x,2],[0]1,0[ 　I  

２） ∫∫×= dxdyyx,1],[0]1,0[ 23　I  

３） ∫∫ +×= dxdyy)y(x,]1,[0]1,0[ a　I (a は正の実数） 

４） ∫∫∫ ++××= z)dxdydzyxsin(]
2

,0[],
2

,0[]
2

,0[ πππI                       
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１４９．以下の領域での関数の重積分を求めよ 

１） }2|,{( 22 xyxRyxD −≤≤∈= ）  

  ∫∫ +
D

dxdyyx )(  

 

２） }2|,{( 22 +≤≤∈= xyxRyxD ）  

  ∫∫ +
D

dxdyyx )32(  

 

３） }10|,{( 22 xyRyxD −≤≤∈= ）  

  ∫∫D dxdyyx )12( 2
 

 

４） }3|,{( 22 xxyxRyxD −≤≤∈= ）  

  ∫∫ +
D

dxdyxyx )(  

５） }3|,{( 22 xyxxRyxD −≤≤+∈= ）  

  ∫∫ −
D

dxdyyxy )( 2
 

６） }1|,{( 222 ≤+∈= yxRyxD ）  

  ∫∫D dxdyx2
(ヒント：変数変換を行うこと） 

７） }91,0|,{( 222 ≤+≤≥∈= yxyRyxD 　）      

  ∫∫D dxdyx4           

８） },0|,{( 222 π≤+≤≤∈= yxxyRyxD 　）    

  ∫∫ +
D

dxdyyx )sin( 22
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１５０．以下の領域での各関数の積分を求めよ 

}1,0,0,0

|,,{( 3

≤++≤≤≤

∈=

c
z

b
y

a
xzyx

RzyxD ）

 

１） ∫∫∫Ddxdydz  

２) ∫∫∫D dxdydzy2
 

 

１５１．以下の式のラプラス変換を求めよ 

参考）  

１）𝑓𝑓(𝑡𝑡) = �
0  (𝑡𝑡 < 0)
1  (0 ≤ 𝑡𝑡)

 

２）𝑓𝑓(𝑡𝑡) = �
0  (𝑡𝑡 < 0, 𝑎𝑎 < 𝑡𝑡)
𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙
𝑎𝑎→0

1
𝑎𝑎
  (0 ≤ 𝑡𝑡 ≤ 𝑎𝑎)

 

１５２．以下の図 1 のグラフを式 f(t)で示せ.また、その f(t)をラプラス変換せよ 

 
 

１５３．以下の式を逆ラプラス変換せよ 

１）
1

(𝑠𝑠+1)(𝑠𝑠+3)
 

２）
𝑠𝑠2+𝑠𝑠+1

𝑠𝑠(𝑠𝑠+1)(𝑠𝑠−1)
 

３）
𝑠𝑠+3

𝑠𝑠2+4𝑠𝑠+5
 

４）
3𝑠𝑠+5

(𝑠𝑠+1)(𝑠𝑠+2)(𝑠𝑠+3)
 

 

１５４．以下の微分方程式の一般解を求めよ．また，x = 0のときにy = −1を満たす特別解を求めよ． 

𝑒𝑒3𝑥𝑥
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑

= 𝑥𝑥 

 

 

 



FR 科数学問題集 

29 
 

１５５．以下の微分方程式を解け 

１）ÿ(𝑡𝑡) − 3𝑦𝑦(𝑡𝑡)̇ = 12y(0)=0,ẏ(0) = 0 

２）𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) + 3y(t) = 1(t), y(0) = 0 

３）𝑦̈𝑦(𝑡𝑡) + 4𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) + 3y(t) = 0 , y(0) = 0 , 𝑦̇𝑦(0) = 2 

４）𝑦̈𝑦(𝑡𝑡) + 4𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) + 3y(t) = 𝑒𝑒−2𝑡𝑡  , y(0) = 0 , 𝑦̇𝑦(0) = 0 

５）𝑦̈𝑦(𝑡𝑡) + 2𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) + y(t) = 0 , y(0) = 2 , 𝑦̇𝑦(0) = 0 

６）2𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) + y(t) = 2(t) , y(0) = 0 

 

１５６．以下の微分方程式を解け 

１）T𝑥𝑥 ̇ (𝑡𝑡) + 𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 0, 𝑥𝑥(0) = 3 

２）T𝑥𝑥 ̇ (𝑡𝑡) + 𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 2, 𝑥𝑥(0) = 0 

３）𝑥̈𝑥(𝑡𝑡) + 2𝑥𝑥 ̇(𝑡𝑡) + 5𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 0, 𝑥𝑥(0) = 2, 𝑥̇𝑥(0) = 2 

  

１５７．以下の微分方程式を解け 

１） 𝑥𝑥(𝑡𝑡)̇ + 3𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 1 ，𝑥𝑥(0) = 0 

２） 𝑥̇𝑥(𝑡𝑡) + 16𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 1(𝑡𝑡)，𝑥𝑥(0) = 3 

３） 𝑥̈𝑥(𝑡𝑡) + 5𝑥̇𝑥(𝑡𝑡) + 6𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 0，𝑥𝑥(0) = 1，𝑥̇𝑥(0) = 0 

４） 𝑥̈𝑥(𝑡𝑡) + 7𝑥̇𝑥(𝑡𝑡) + 12𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 𝑒𝑒−𝑡𝑡，𝑥𝑥(0) = 0，𝑥̇𝑥(0) = 0 

５） 𝑇𝑇𝑥̇𝑥(𝑡𝑡) + 𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 𝑢𝑢(𝑡𝑡)，𝑥𝑥(0) = 𝑥𝑥0 

１５８．以下の微分方程式を解け 

１）𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) + 𝑦𝑦(𝑡𝑡) = 0, 𝑦𝑦(0) = 3 

２）𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) + 2𝑦𝑦(𝑡𝑡) = 1(𝑡𝑡), 𝑦𝑦(0) = 0 

３）𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) − 𝑦𝑦(𝑡𝑡) = sin (𝑡𝑡), 𝑦𝑦(0) = 0 

４）𝑦̈𝑦(𝑡𝑡) + 2𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) − 3𝑦𝑦(𝑡𝑡) = 1(𝑡𝑡) , 𝑦𝑦(0) = 1, 𝑦̇𝑦(0) = 0 

５）𝑦̇𝑦(𝑡𝑡) = −3𝑦𝑦(𝑡𝑡) + 1(𝑡𝑡 − 1), 𝑦𝑦(0) = 0 

 

１５９．以下の微分方程式の一般解を求めよ。ただし、3)は微分方程式の 1 つの特殊解と一般解を求める． 

１）𝑥𝑥𝑦𝑦′ + 𝑦𝑦 = 𝑥𝑥 log 𝑥𝑥 

２）𝑦𝑦′′ − 2𝑦𝑦′ + 2𝑦𝑦 = 0 

３）𝑦𝑦′′ + 𝑦𝑦′ − 2𝑦𝑦 = 10 cos 𝑥𝑥 

 

１６０．微分のラプラス変換から，関数f(t)の最終値定理lim
𝑡𝑡→∞

𝑓𝑓(𝑡𝑡) = lim
𝑠𝑠→0

𝑠𝑠𝑠𝑠(𝑠𝑠)，初期値定理lim
t→0

f(t) = lim
s→∞

sF(s)

を示せ． 
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１６１．次の行列の計算をせよ。 

１）








−

−







13

10
2

43
21  

２） 















2
1

13
25

 

３） 







−

−








35

01
13
24

 

 

１６２．３次の零行列・単位行列を記せ。 

 

１６３．３次の対角行列・交代行列の例を記せ。（知らない場合は調べること） 

 

１６４．次の行列 A に対しA�, |A|, A−1を求めよ。ただし、A�は A の余因子行列を表す。 

A = �
2 −1 1
5 2 −1
1 1 0

� 

 

１６５．次の行列の計算をせよ。 

１） 







−

−
+








12

53
3

15
24

 

２） 















−

−
2
5

12
21

 

 

１６６．次の行列でｘとｙを求めよ。 

１）








=







−








7
6

5
1

3
2
y

x  

２）








−

=







−

−








32

30
35

01
13
yx

  

 

１６７．次のベクトルが 1 次独立であるときは証明し、そうでない時は𝑎𝑎1をベクトルの 1 次式で示せ 

１）𝑎𝑎1 = �3
2� 𝑎𝑎2 = �−5

3 � 

２）𝑎𝑎1 = �17
9 � 𝑎𝑎2 = �−2

1 � 𝑎𝑎3 = �3
3� 

３）𝑎𝑎1 = � 3
−2� 𝑎𝑎2 = �

−5
10
3
� 

４）𝑎𝑎1 = �
1
4
0
� 𝑎𝑎2 = �

0
1
1
� 𝑎𝑎3 = �

1
0
1
� 
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５）𝑎𝑎1 = �
1
4
3
� 𝑎𝑎2 = �

−2
1
3
� 𝑎𝑎3 = �

3
6
7
� 

 

１６８．行列A = �
1 −1 −1
1 3 −5
1 1 −3

�が固有ベクトルを持つか調べ、対角化せよ 

 

１６９．行列 







−

−
=

x
x

A
35

42
が，逆行列をもたないように x の値を求めよ。 

１７０．以下のベクトルに関する問題に答えよ 
















=
















=
















=
















−=

1
1
1

0
1-
1

1
0
1

2
2

1

321 aaav 　　　　　　  

１）𝑎𝑎1 + 2𝑎𝑎2を求めよ 

２）3𝑎𝑎1-2𝑎𝑎2 + 𝑎𝑎3を求めよ 

３）𝑣𝑣を𝑎𝑎1, 𝑎𝑎2, 𝑎𝑎3の合成で表せ 

４）𝑎𝑎1, 𝑎𝑎2, 𝑎𝑎3は一次独立か，一次従属かを調べよ 

 

１７１．次の行列A = �
0 1 1
2 −1 −2
−3 −1 0

�に対し、以下の問に答えよ。 

１）A の固有値と固有ベクトルを求めよ。 

２）A の各固有値λに関する固有空間 W(λ,A)の基底をそれぞれ一組求めよ。さらに W(λ,A)の次元を求め

よ。 

３）A が対角化可能かどうかを答えよ。 

 

１７２．以下の図に示されるバネマス系はおもりの位置をベクトルで表すことができる。バネ１が自然長の時，

基本ベクトル 1e ，バネ２が自然長の時，基本ベクトル 2e で表せるとする。また，M1 と M2 は筒に入ってお

り，バネ１，２が斜めになることはないものとする。また，机の上での平面運動であり，重力や摩擦は考慮し

ない。 









=

0
1

1e  







=

1
0

2e  

 

１）バネ１を２倍に伸ばし，バネ２を３倍に伸ばした時，おもり M2 の位置を基本ベクトル

の合成で表せ 

２）バネ１のバネ定数が k1，バネ２のバネ定数が k2 である時，バネ 1 を X,バネ 2 を Y だけ伸ばした時にお

もり M2 にかかる力 F を，基本ベクトルを用いて表せ 

３）２）の状態から手を離した直後の M2 にかかる加速度 a を，基本ベクトルを用いて表せ 

 

壁 バネ１ 

バネ２ 
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１７３．以下の式を用いて三角関数の諸公式を導け 

θθθ sincos je j +=  

１） )cos( βα +  

２） )2sin( θ  

３） )3cos( θ  

４） )
2

cos( θ
π

  

 

１７４．次の 1z から 8z を極形式で表せ するは正の値をとるものとω,,, 21 TKK  

jz −= 11 ， jz 32 = ， 213 zzz ・= ，
1

2
4 z

z
z =  

1
)( 1

1 +
=

Ts
K

sG , )(15 ωjGz =   )1()( 22 += TsKsG , )(26 ωjGz =   

)(
)(

)(
2

1
3 sG

sG
sG = , )(37 ωjGz =  )()()( 214 sGsGsG ・= , )(48 ωjGz =  

 

１７５． 次の 2 点 A, B を通る直線のパラメータ表示と方程式を求めよ. 

1） A(2; 1; 5), B(−1; 3; 4) 

2）A(1; 1; 3), B(2; 1;−1) 

3） A(1; 1; 5), B(1; 7; 5) 

 

１７６．次の 3 点 A, B, C を通る平面のパラメータ表示を求めよ. 

1）A(3; 1; 1), B(2; 0;−1), C(4; 1; 2) 

2）A(1;−1; 3), B(2;−1; 4), C(3;−1;−1) 

3）A(3; 4; 5), B(−1; 4; 2), C(2; 0; 3) 

 

１７７． 次の各方程式で与えられた平面のパラメータ表示を求めよ. 

１）x + 2y − z = 3  

２）3x − z = 1  

３）x = 2  

4）x − y − 3z = 0 

 

１７８．次の各 3 点 A;B;C を通る平面の方程式を求めよ. 

1）A(2; 1;−2), B(1; 3;−9), C(4; 2; 2)  

2）A(2; 3; 4), B(0; 9; 12), C(5; 4; 6) 
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3）A(2; 1; 5), B(−1; 2;−4), C(0;−1;−1) 

 

１７９． を定義する：と平面点 634y2xPA(3,2,1) =++ z  

１）点 A を通る法線 N の方程式を求めよ 

２）法線 N と平面 P の交点の座標を求めよ 

３）点 A と平面 P の距離を求めよ 

４）点 Q(1,4,-2)を通り、2 つの 1 次独立なベクトル a=[2,1,-1],b=[1,3,5]の張る平面の方程式を求めよ 

 

１８０． を定義する点  C(4,1,1) B(2,2,3) A(1,2,1)3  

１) AC×AB を求めよ 

２）１）の結果を用いて AB×AC を求めよ 

３) 三点 A,B,C を通る平面の方程式を求めよ 

 

１８１．以下の行列の積を計算せよ. ただし a は定数とする. 

１）�
1
2
3
� (1 2 3) 

２）�1 3 −2
4 0 −1� �

1 0 4
−2 4 0
5 3 2

� 

３）�
1
2
3

4
5
6
� �1 2 3

4 5 6� 

４）�

0 1 0 0
0 0 1 0
0 0 0 1
𝑎𝑎 0 0 0

�

4

 

 

１８２．以下の行列の積を計算せよ 

１） ,
1202
4321

41
20
31

213
302
111









−

−

















−















−

−
 

２） ,
1021
1320

41
20
31

213
302
111









−

−

















−















−

−
 

３） ,
41
20
31

021
131

120

013
411

















−

−

















−
−







 −
 

４） ,
41
20
31

022
121

120

012
311

















−

−−

















−
−







 −−
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１８３．行列の基本的事項について，以下の問いに答えよ 

１)  







=








=

121
352

,
32
21

BA のとき，A・B と B・A のうち，どちらか成り立つ方の値を示せ 

2）２次・３次の正方行列を作り，その行列式を示せ 

３）単位行列・上三角行列・下三角行列の例を示せ 

４）次の行列 A が正則かどうか判定し, 正則な場合には逆行列を求めよ. 

,
321
221
111
















=A  

 

１８４．以下に示す行列 A,B について次の問いに答えよ  

















−−
−−

−−
=
















=

6543
5432
4321

,
6543
5432
4321

BA  

１）A+B を計算せよ 

２）A-B を計算せよ 

３）２A を計算せよ 

４） A+2X＝２A＋B となる行列 X を求めよ 

５）X+Y=A，X-Y=B となる行列 X,Y を求めよ 

 

１８５．2 次正方行列𝐴𝐴 = �𝑎𝑎 𝑏𝑏
𝑐𝑐 𝑑𝑑�の逆行列𝐴𝐴−1を公式，余因子行列，掃き出し法の 3 つの方法を用いて導出

せよ． 

 

１８６．行列𝐴𝐴 = �2 3
1 4�について，次の問いに答えよ． 

 １）𝐴𝐴の固有値をすべて求めよ． 

 ２） 𝐴𝐴の各固有値に関する固有ベクトルをそれぞれ 1 つずつ求めよ． 

 ３）𝐴𝐴を対角化せよ． 

 ４）𝐴𝐴𝑛𝑛(𝑛𝑛 = 1，2，⋯ )を計算せよ． 

 

１８７．以下に示す行列 An について，次の問いに答えよ 

とするとき…=







= 3,2,1,

2
01

n
n

A nn  

A1＋A2＋A3＋・・・＋An を計算せよ 
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１８８．n 次正方行列 A について次の問いに答えよ 

１） )(
2
1 AAX t+= は対称行列であることを示せ。 

２） )(
2
1 AAX t−= は交代行列であることを示せ。 

 

１８９．行列 A,B を以下のように定義した時，行列 A,B を対称行列と交代行列の和で示せ。 
















=
















=

333
222
111

,
765
543
321

BA  

 

１９０．以下に示す行列 A について次の問いに答えよ  

𝐴𝐴 = �1 −1
3 −2� 

１） OEAA =++2
を示せ 

２） Ｅ=3A を示せ 

３）
100A を求めよ 

４）
-1A を求めよ 

５）次の行列について
nA を求めよ 

𝐴𝐴 = �
0 1 0
1 0 0
0 0 1

� 

 

１９１．以下に示す連立方程式に関して次の問いに答えよ 









=++
=++
=++

533
53
53

321

321

321

xxx
xxx
xxx

 

１）拡大係数行列を示せ 

２）連立方程式を行列を使って解け 

 

１９２．以下の行列について次の問いに答えよ 

𝐴𝐴 = �
1 2 1
3 1 −2
2 3 1

� ,𝐵𝐵 = �
1 2 1
3 1 −2
2 3 1

  
1
3
𝑎𝑎
� 

１）行列 A のランクを求めよ 

２）行列 B のランクを a の値で場合分けして求めよ 

 

１９３．以下の n 次の正方行列 A,B に関する問いに答えよ 

１） BAABA))(( 22 =−=−+ の必要条件はBBABA であることを示せ 
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２） BAAB = のとき，次の等式を証明せよ 

)BABB)(A-(AA 2233 ++=− B  

 

3） BAAB = のとき，次の等式を証明せよ 

mm
m

m
m

m BBACBACA ++++=+ −− ・・・221
1

m 2B)(A (数学的帰納法を用いよ) 

１９４．以下に示す連立方程式を，行列の変換を使って解け 

１）








=++
=+−
=−+

52
433
322

321

321

321

xxx
xxx
xxx

 

２） 2-1
1
1
1

321

321

321

，　ただし ≠








=++
=++
=++

a
axxx

xaxx
xxax

  

3） 　








=+++
−=+++

=+++

022
12

12

4321

4321

4321

xxxx
xxxx
xxxx

  

  

１９５．列変形を用いて以下の行列の逆行列が存在するかを確かめ、存在する場合は示せ 

１）








21
12  

２）








−

−
42

63  

３）

















765
543
321

 

４）

















343
232
121

 

５）



















1111
1230
3636
0111

 

 

１９６．行列 A = �
3 1 4
2 1 −2
1 2 3

�の逆行列𝐴𝐴−1を余因子行列𝐴̃𝐴を用いて求めよ． 
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１９７．次の行列の Rank(階数)を求めよ 

１）
















a
a

a

11
11
11

 

２) 
















1-1-
1-01

11

a

a
 

３) 
















+ aa
a
11

1-2
-101

 

４) 





















+

−−

172
111991
9713
7621

2 aa

  

 

１９８．次の各行列式の値を求めよ 

１）

64
16
4

27
9
3

8
4
2

　　　　  

２）
6
9
3

8
4

2

4
2

1
　　　　

a

a
−   

３）

2
2
1
1

0
1

3
1

1
0
2
0

2
1
4

2 −

−
−

−
　　　　　　   

 

１９９．以下の行列式を因数分解せよ 

１）
2

2

2

1
1
1

cc
bb
aa

 

２）
caac
bccb
abba

+
+
+

1
1
1

 

3） 
222

222

222

)(

)(
)(

baab

aacc
bccb

+

+
+
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MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


